
平
成
二
十
年
五
月
十
三
日
受
領

答

弁

第

三

二

九

号

内
閣
衆
質
一
六
九
第
三
二
九
号

平
成
二
十
年
五
月
十
三
日

内
閣
総
理
大
臣

福

田

康

夫

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
一
九
九
六
年
五
月
の
ビ
ザ
な
し
交
流
に
同
行
し
た
際
に
暴
行
を
受
け
た
と
す
る
外
務
省
職
員

並
び
に
暴
行
を
働
い
た
と
さ
れ
る
衆
議
院
議
員
へ
の
外
務
省
の
対
応
に
関
す
る
第
三
回
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付

す
る
。



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
一
九
九
六
年
五
月
の
ビ
ザ
な
し
交
流
に
同
行
し
た
際
に
暴
行
を
受
け
た
と
す
る
外
務
省

職
員
並
び
に
暴
行
を
働
い
た
と
さ
れ
る
衆
議
院
議
員
へ
の
外
務
省
の
対
応
に
関
す
る
第
三
回
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
年
四
月
二
十
二
日
内
閣
衆
質
一
六
九
第
二
九
三
号
）
一
か
ら
七
ま
で
に
つ
い
て
等
で
述
べ
て
い

る
と
お
り
、
苗
木
の
持
込
み
及
び
植
樹
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
四
島
交
流
事
業
の
実
施
団
体
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
と
承

知
す
る
御
指
摘
の
訪
問
団
の
具
体
的
な
行
程
を
記
載
し
た
日
程
表
に
明
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
承
知
し
て
お
り
、
ま
た
、

北
海
道
庁
か
ら
事
前
に
協
議
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
。
外
務
省
と
し
て
は
、
本
件
に
関
す
る
外
務
省
及
び
御
指
摘
の
職
員
の

対
応
に
問
題
が
あ
っ
た
と
は
考
え
て
い
な
い
。

三
か
ら
十
ま
で
に
つ
い
て

先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
年
四
月
二
十
二
日
内
閣
衆
質
一
六
九
第
二
九
三
号
）
八
か
ら
十
九
ま
で
に
つ
い
て
等
で
繰
り
返

し
述
べ
て
い
る
と
お
り
、
御
指
摘
の
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
当
時
の
報
告
書
（
以
下
「
報
告
書
」
と
い
う
。
）
に
は
、
御
指
摘

の
議
員
の
御
指
摘
の
者
へ
の
対
応
が
具
体
的
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
御
指
摘
の
事
実
は
十
分
な
客
観
性
を
有
し
て
い
る
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
他
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
四
島
交
流
の
枠
組
み
の
下
で
の
訪
問
が
行
わ
れ
て
か
ら
既
に
十
年

一



以
上
の
年
月
が
経
過
し
て
お
り
、
ま
た
、
報
告
書
又
は
外
務
省
が
保
存
し
て
い
る
文
書
か
ら
は
明
ら
か
で
な
く
、
お
答
え
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二


